
大気汚染の原因となるＶＯＣ（揮発性有機化合物）の発生を減らすため、
植物性の大豆油インキを使用しています。

　ＮＥＸＣＯ西日本グループのＣＳＲに対する想いと取り組みをまとめた「コミュニケーションレポート2010」の発行

をご報告します。

　2009年版同様、さまざまなステークホルダーの方にとって、より分かりやすく、より親しみやすいレポートとなる

よう、冊子版、ウェブ版、パンフレット版の3つの媒体を制作しました。

　冊子版は、ステークホルダーの皆さまの関心が高く、かつ当社グループが重要課題として掲げているテーマに即

した内容に絞り込み、現場の社員の声を通した編集内容としています。また、ウェブ版は、データを含めた詳細な情

報媒体としてまとめ、ＰＤＦで開示しています。

　本レポートは、ＮＥＸＣＯ西日本グループとステークホルダーの皆さまとの双方向コミュニケーションツールと位

置づけています。別紙アンケートや当社ホームページからご意見・ご感想をお寄せください。

お問い合わせ先

西日本高速道路株式会社　本社　CSR推進室
TEL（06）6344-4000（代表）（受付時間 9時～18時 土日祝を除く）
FAX（06）6344-7183
http：//www．w-nexco．co．jp
（NEXCO西日本トップページ）

メールでのお問い合わせは、上記ホームページ
「お問い合わせ」からお願いいたします。

冊子版（ストーリー編）
ステークホルダーの皆さまの関心が高く、
当社グループが重要課題として掲げている

テーマについては冊子で報告

ウェブ版（データ編）

詳細な情報については
ウェブサイトで報告

※ウェブサイト等にて入手していただくことができます。

パンフレット版

お子さま向けに高速道路のしくみと私たちの取り組みを
わかりやすく紹介

報 告 範 囲

報告対象組織
西日本高速道路株式会社（以下「NEXCO西日本」）およ
びグループ会社を報告対象としています。ただし、環境
パフォーマンスデータの集計範囲は、NEXCO西日本お
よび西日本高速道路サービス・ホールディングス（株）を
対象としています。また、一部NEXCO西日本に限定し
た記述となっている箇所があります。

参考にしたガイドライン
環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」
GRI（Global Reporting Initiative）
「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン第3版」

報告対象期間
2009年4月1日～2010年3月31日
（一部2010年4月1日以降の内容も含みます）

発行時期
2010年10月発行

発行にあたって
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コミュニケーションレポート
2010

ブランドネーム：ＮＥＸＣＯ（ネクスコ）西日本

ロゴマーク
ＮＥＸＣＯの頭文字「Ｎ」を3次元的に造形することによって、未来へと続く
高速道路のダイナミズムを表すと同時に、「道を走ること」がもたらしてく
れる心の躍動感を表しています。また、組み合わせるロゴタイプは、丸み
と広がりを持たせたボールド書体によって、ゆとりのある道路空間を表現
するとともに、高速移動中でも高い視認性を実現しています。

ブランドカラー「ネクスコ・ブルー」
西日本・南日本の海と空の明るさをイメージした、鮮やかで清澄感のある
青色です。

会社の英語表記「West Nippon Expressway Company Limited」
の頭文字の一部からとりました。このブランドネームは、同時に、
私たちの姿勢や熱意を示した “̶みち”とともに、“みち”の先へ̶を
表す「Next（次なる）」と、「Co（「共に」を表す接頭語）」の2つの語を
包含しています。

森林管理協議会(Forest Stewardship Council)で認証された森林お
よびその他の責任ある由来の原料を含む「ＦＳＣ認証紙」を使用しています。
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■事業概要

■NEXCO西日本グループ会社

■料金収受サービス
西日本高速道路サービス関西株式会社
西日本高速道路サービス中国株式会社
西日本高速道路サービス四国株式会社
（※パトロールも実施）

西日本高速道路サービス九州株式会社
西日本高速道路総合サービス沖縄株式会社
（※パトロール、エンジニアリング、メンテナンスも実施）

■パトロール
西日本高速道路パトロール関西株式会社
西日本高速道路パトロール九州株式会社

■エンジニアリング
西日本高速道路エンジニアリング関西株式会社
西日本高速道路エンジニアリング中国株式会社
西日本高速道路エンジニアリング四国株式会社
（※メンテナンスも実施）

西日本高速道路エンジニアリング九州株式会社
西日本高速道路ファシリティーズ株式会社
（※メンテナンスも実施）

■メンテナンス
西日本高速道路メンテナンス関西株式会社
西日本高速道路メンテナンス中国株式会社
西日本高速道路メンテナンス九州株式会社

■ビジネスサポート業務
西日本高速道路ビジネスサポート株式会社

■サービスエリアの運営
西日本高速道路サービス・ホールディングス株式会社
西日本高速道路ロジスティックス株式会社

■一般自動車道事業
芦有ドライブウェイ株式会社

連結子会社 19社

■料金収受機械保守
ハイウェイ・トール・システム株式会社

■研究および技術開発
株式会社高速道路総合技術研究所

■システムの開発・改良および運用管理
株式会社NEXCOシステムズ

■保険代理店業務
株式会社NEXCO保険サービス

■トラックターミナルの運営
九州高速道路ターミナル株式会社

持分法適用関連会社 5社

営業延長：3,350km （2010年7月現在）

利用台数：242万台／日 （2009年度実績）

営業収入：5,252億円 （2009年度実績）

　安全・安心・快適に高速道路をご利用いただくため、24時間体制での道

路・施設設備の点検・清掃・補修、雪氷作業、維持管理、交通安全対策、防災

対策、道路情報の提供を行っています。また、老朽化に対応した効率的・効

果的な道路管理を行い、ライフサイクルコストの最小化に努めています。

保全サービス事業

休憩施設数：
SA98カ所
PA193カ所 

　民営化に伴いNEXCO西日本が承継した

ＳＡ・ＰＡの資産を生かして、お客さまに便利さ

と新たな満足をお届けします。特に、ＳＡ・ＰＡ

の多様化、サービス向上に注力し、お客さま

に安らぎ、美しさ、くつろぎを提供し、お客さ

ま満足度の向上を目指しています。

ＳＡ・ＰＡ事業

　トラックターミナル事業、駐車場事業、

占用施設（高架下）活用事業、不動産賃貸

事業、広告事業などを展開しています。ま

た、これまで蓄積してきた道路の建設・保

全に関する技術力の有効活用を目指して、

道路事業への技術支援ほか海外事業活動

の取り組みを始めています。

その他の事業

　信頼性の高い高速道路ネットワークを計画的かつ着実に構築します。高

速道路の建設は、各種測量や調査・設計を実施した後、地元関係者や関係

企業、自治体と協議の上で必要な用地を取得して進めます。地域の発展と

暮らしの向上に貢献できる安全・安心・快適な高速道路を建設しています。

建設事業

建設延長：183km （2010年10月現在）
※当面、着工しない区間35kmを含みません

不動産賃貸事業：2カ所
トラックターミナル：2カ所
占用施設（高架下）
活用事業：128カ所ほか
（2010年7月現在）

道路事業については、NEXCO西日本と高速道路機構※の間で締結している協定に基づき実施しています。

ＳＡ・ＰＡ、その他の事業

サービスエリア・パーキングエリア（ＳＡ・ＰＡ）の運営や不動産賃貸業などの
新規事業（国土交通大臣への届出が必要）については、ＮＥＸＣＯ西日本の経営責任のもとで展開しています。

道路事業（保全サービス）
高速道路機構から借り受けた道路資産の管理・運営を実施し、
道路通行料金収入から高速道路機構への賃借料の支払いを行う

道路事業（建設）
道路の建設、高速道路機構への
道路資産・債務の引渡しを行う

NEXCO西日本 高速道路機構※

道路資産を保有、高速道路会社に貸付けを行い、
高速道路会社から受け取る貸付料により、
道路資産に係る債務の返済を行う

P.09

P.11

P.13

P.15

P.17

P.19

P.27

P.29

地域社会の活力をつなぐ

着実な道路ネットワークの整備
地元の皆様のご理解とご協力のもと、工事を着実に進めていく。 19

トップメッセージ
「高速道路の資産価値を高め、西日本、そして世界の発展に寄与します」
NEXCO西日本グループのCSR

05
07

安全・安心、サービスでつなぐ

100％の安全・安心の追求
安全に近道はない。地道な作業の積み重ねこそがすべて。
道路の最前線で安全を守る。刻々と変化する状況に最適の解を。
お客さまサービスの向上
 「料金所」から「総合案内所」へ。
笑顔とおもてなしの心で総合サービスに努める。
もっと便利に、もっと快適に。お客さま視点で改革の手を緩めない。
すべてのお客さまにご満足いただけるサービスを目指して。

09
11

13

15
17

人と社会・世界をつなぐ

技術開発の促進
予防保全の考え方を基本に、安全のための確かな技術力を磨く。
経営実績を活用した海外事業の推進
これまで培ってきたNEXCO西日本の技術を国際社会の発展に役立てる。
社員が充実して働ける環境の整備
女性にやさしい職場を実現することが企業の活力を養う。
社会問題解決への積極的な取り組み
小さな活動の種が、やがて大きな実を結ぶ。
「一粒の麦」の精神による社会貢献活動。

25

27

29

31

子どもたちに未来をつなぐ

環境への取り組みの推進
環境に与えるプラスの影響とマイナスの負荷を認識し、
環境経営を着実に推進していきます。 21

NEXCO西日本グループの概要

道　 路　 事　 業

芦有ドライブウェイ

NEXCO西日本

建設・管理・料金徴収

独立行政法人 
日本高速道路保有・債務返済機構

高速道路の保有・債務返済

資産の帰属・債務の引き受け
道路資産の貸付け
賃借料の支払い

国

※なお、営業年度ごとの事業計画については
　別途国から許可を受けることが必要

※独立行政法人 日本高速道路保有・債務返済機構（以降 高速道路機構）

▼高速道路事業実施スキーム
協　　定

許 可

事業許可
認 可

業務実施計画

申 請 申 請

※1 連結申請とは、当社が高速道路を利用されるお客さま向けに高
速道路と隣接する土地に商業施設などを設置するために必要
な手続き

※2　連結料とは、上記連結（※1）に伴い、当社から高速道路機構に
支払う費用

▼SA・PA事業実施スキーム

テナント

独立行政法人 日本高速道路保有・債務返済機構（国）

レストラン・売店・給油所の営業

NEXCO西日本
SA・PA土地建物所有　SA・PA建設・管理

NEXCO西日本SHD
SA・PAの運営

連結許可※1

土地建物の賃貸出　資

連結料※2連結申請※1

賃　料

建物賃貸借 店舗運営指導
賃　料

※第三セクター運営エリア
　地方公共団体（第一セクター）と民間企業（第二セクター）の
　共同出資で設立される事業体により運営を行っている
　サービスエリア・パーキングエリアを示す。

コーポレート・ガバナンス
ステークホルダー・ダイアログ
CSR重要課題の取り組み評価と今後の展望
第三者意見
NEXCO西日本グループの業務執行体制
NEXCO西日本グループの財務状況

33
35
37
39
41
42

2010年7月現在／上
下線別／非承継・第三
セクター運営分込み

その他の道路

営業中

高速道路凡例 （2010年7月17日現在）

事業中

※国土交通大臣が施行主体となって
　高速道路を整備する方式

事業中 新直轄方式※で
整備する区間（ ）
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